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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

8

一般質問一般質問

行
政
運
営
に
つ
い
て

相
馬
市
が
相
馬
市
で

　

あ
り
続
け
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
!?

４
年
間
の
行
政
運
営
の
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

Q.
　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
く
中
、
相
馬
市
で
も
そ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
。
若
者
層
の
大
都
市
圏
へ
の
流
出
や
少
子

化
の
加
速
が
、
他
の
自
治
体
と
同
様
に
進
行
し
て
お
り
、
経
済

面
や
財
政
面
に
も
影
響
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
相
馬
市
が
相
馬
市
と
し
て
の
役
割
を
守
り
続
け
る

た
め
に
進
め
て
き
た
、
過
去
４
年
間
の
行
政
運
営
の
総
括
に
つ

い
て
問
う
。

A.
事
業
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。
集
団
接
種
等
を
実
施
し
な
が
ら
復
旧
を
進
め
る
中
、

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
令
和
４
年
３
月
に
再
び
福
島
県
沖

で
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
で
は
、
停
電
や
断
水
が
市
内

広
範
囲
に
及
び
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
や
人
工
透
析
な
ど
に

も
支
障
が
生
じ
た
。

　

し
か
し
、災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
自
治
体
や
友
好
都
市
、

自
衛
隊
、
市
内
二
つ
の
病
院
、
相
馬
郡
医
師
会
、
東
北
電
力
な

ど
の
支
援
に
よ
り
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
島
市
を
含
む
全
国
各
地
の
自
治
体
や
国
土
交
通
省

か
ら
の
人
的
支
援
に
よ
っ
て
罹
災
調
査
や
復
旧
事
業
も
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
日
頃
の
当
市
と
各
自
治
体
等
と
の
真
摯
な
交
流
の
賜
物
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
は
、
度
重
な
る
災
害
を
踏
ま
え
、
財
政
調

整
基
金
を
常
時
30
億
円
以
上
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

　

近
年
は
、
相
次
ぐ
災
害
へ
の
対
応
の
た
め
の
支
出
に
よ
り
、

財
政
的
な
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
や
相
馬

中
核
工
業
団
地
土
地
売
却
収
益
で
財
政
を
補
い
、
令
和
７
年
12

月
時
点
で
約
36
億
円
の
残
高
を
維
持
し
て
い
る
。こ
の
成
果
は
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」
で
掲
げ
た
本
市
の
将
来
像
の

実
現
を
目
指
し
、
相
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
職
員
や
支
援
い
た
だ
い
た
議
員
の
ご
尽

力
の
賜
物
と
い
え
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
検
証
に
基
づ
い
た
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
『
第
７
次
行
財
政
改
革
大
綱
』
を
策
定
す
る
た
め
、

情
報
収
集
と
組
織
体
制
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

無会派

中島孝 議員
が問う！

市
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

洪
水
調
整
池
の
管
理
費
・
撤
去
費
は

　
　
　
　
　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
!?

玉
野
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
の

「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

11
箇
所
あ
る
洪
水
調
整
池
の
敷
地
が
裸
地
の
た
め
保
水
力
が

低
く
、
長
期
的
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
費
用
を
営

業
期
間
中
に
積
み
立
て
る
べ
き
だ
が
、
国
の
法
律
は
不
明
確
で

あ
る
。
玉
野
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
と
は
責
任
を
明
記
し

た
協
定
書
を
締
結
し
た
が
、
市
と
し
て
強
い
姿
勢
で
履
行
を
促

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
市
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

は
、「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
に
お
い
て
、
工
事
完
了

後
も
定
期
的
に
市
に
事
業
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

市
は
、
運
営
開
始
後
の
本
年
３
月
、
６
月
、
９
月
と
四
半
期

ご
と
の
報
告
の
中
で
、
開
発
区
域
内
の
調
整
池
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
制
定
し
、「
太
陽
光
発
電
設
備
の

廃
棄
等
費
用
積
立
制
度
」
に
よ
り
、
事
業
終
了
後
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
等
の
廃
棄
処
理
費
用
を
外
部
積
立
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
玉
野
地
区
の
事
業
者
は

令
和
12
年
４
月
か
ら
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
外
部
積
立

を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

積
立
費
用
に
調
整
池
の
撤
去
費
が
含
む
か
に
つ
い
て
、
市
は

協
定
書
に
お
い
て
、
事
業
終
了
後
に
は
原
状
回
復
を
適
切
か
つ

迅
速
に
行
う
こ
と
、
ま
た
撤
去
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は

調
整
池
な
ど
の
施
設
を
引
き
続
き
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
調
整
池
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
開

発
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
加
え
て
、
市
は
積
立
費
用
の
対
象
範
囲
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
施
設
内
の
工
作
物
の
撤
去
費
用
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
積
立
費
用
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
だ
け
で
な
く
調

整
池
の
撤
去
費
用
に
も
充
当
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
で
問

題
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
協
定
書
の
要
件
内
容
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
継
続
し
て
確
認
し
て
い
く
と
と
も
に
、
違
反
し
て
い
る
場

合
に
は
法
的
措
置
を
含
め
て
、
本
事
業
を
許
可
し
た
県
と
連
携

の
う
え
、
開
発
事
業
者
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。↓　動画は　↓

↑こちらから↑

そうま市民の会

根岸利宗議員
が問う！

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

立
谷
市
政
の
実
績
と
課
題
は
!?

６
期
24
年
間
の
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

Q.
　
　
　
　
　

市
長
就
任
時
、
深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し
、
職

　
　
　
　

員
の
資
質
向
上
や
行
政
技
術
強
化
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
に

よ
る
品
質
管
理
体
制
の
改
善
を
進
め
、
厳
し
い
決
断
の
も
と
実

施
し
た
給
与
カ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
治
体
運
営
の
基
盤
強
化
に
尽

力
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
と
い
う
試
練
に
直
面
し
な
が

　

議
会
に
お
け
る
立
谷
市
長
の
退
任
表
明
を
踏
ま
え
、
立
谷
市

政
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
６

期
24
年
間
の
総
括
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

A.
ら
、
市
民
や
議
会
、
国
・
県
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
職

員
の
努
力
に
よ
り
復
興
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
取
り
組
み
、
職
員
の
努
力
及
び
市
民
や
議
会
の
協
力
に
よ

り
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
た
い
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
市
民
生
活
を
最
優
先
に
災
害
市
営
住
宅
を

整
備
し
、
農
業
復
旧
に
は
「
そ
う
ま
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
除
塩

と
土
壌
改
良
を
用
い
、
ま
た
、
漁
港
や
交
通
網
整
備
を
推
進
し
、

市
民
生
活
や
観
光
の
復
旧
を
図
っ
た
。
交
通
網
に
つ
い
て
は
、

常
磐
自
動
車
道
お
よ
び
東
北
中
央
自
動
車
道（
相
馬
福
島
道
路
）

の
全
線
開
通
を
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
土
交
通
省
や
復
興
庁

等
、
関
係
省
庁
の
理
解
と
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
独
居
高
齢
者
支
援
に
昼
食
提
供
、
移

動
販
売
、
お
で
か
け
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
、
孤
独

死
対
策
や
精
神
的
負
担
緩
和
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
地
域
再
建
や
復
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
復

興
庁
な
ど
関
係
省
庁
へ
感
謝
し
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
相
馬
市
は
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

の
心
身
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、「
寺
子
屋
事
業
」
に
よ
る
学
習

支
援
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対
策
を
進
め
た
。
ま
た
、
地
場
産
品
を
活
用

し
、
健
全
な
発
育
と
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
全
て
の
小

中
学
校
で
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
東
京
大
学

や
星
槎
グ
ル
ー
プ
、
相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社
の
支
援
や

ご
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
に
お
い
て
も
度
重
な
る
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
困

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
市
民
や
市
職
員
、
市
議
会
、
国
・

県
の
連
携
と
多
く
の
企
業
や
団
体
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
あ
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。↓　動画は　↓

↑こちらから↑

にじ

門馬優子 議員
が問う！

　
　
　
　
　

令
和
４
年
１
月
に
第
18
代
相
馬
市
長
に
就
任
し
た

　
　
　
　

際
、
令
和
３
年
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
か
ら
の
復
旧

　
　
　
　

玉
野
地
区
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
の
開
発
事
業
者

A.


